
為替週間展望＝ドル円は軟調な流れが継続か

　　　　　　　　　　［４月１２日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    4 月 5 日～ 4 月 9 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  110.67   110.75( 5)    109.00( 8)    109.43   -1.26

ユーロ・ドル  1.1759   1.1927( 8)    1.1738( 5)    1.1891   +0.0132

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    29,768.06      -85.94     日本10年債利回り   0.108   -0.018

ダウ平均株価    33,503.57     +350.36     米10年債利回り     1.619   -0.102

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

１２日　英２月鉱工業生産指数、英２月製造業生産指数、英２月貿易収支

　　　　ユーロ圏２月小売売上高

　　　　米３月財政収支

１３日　中国３月貿易収支

　　　　独４月ＺＥＷ景況感指数

　　　　米３月消費者物価指数

１４日　日本２月機械受注高

　　　　ＮＺ準備銀行（ＲＢＮＺ）政策金利

　　　　ユーロ圏２月鉱工業生産指数

　　　　米３月輸入価格指数

　　　　米地区連銀経済報告（ベージュブック）

１５日　豪３月雇用統計

　　　　独３月消費者物価指数

　　　　カナダ２月製造業出荷

　　　　米新規失業保険申請件数

　　　　米３月小売売上高、米４月ＮＹ連銀製造業景気指数

　　　　米４月フィラデルフィア連銀景況指数

　　　　米３月鉱工業生産・設備稼働率

　　　　米２月対米証券投資

１６日　中国第１四半期国内総生産（ＧＤＰ）

　　　　中国３月鉱工業生産指数、中国３月小売売上高

　　　　スイス３月生産者・輸入価格

　　　　ユーロ圏２月貿易収支、ユーロ圏３月消費者物価指数確報値

　　　　米３月住宅着工・許可件数

　　　　カナダ２月卸売売上高

　　　　米４月ミシガン大学消費者信頼感指数速報値

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】ドル円は上昇が続いてきたことで、テクニカル面での過熱感も台頭

しつつあるが、米長期金利の先高観などを背景に底堅く推移して、一段と上値を追う可

能性が高いとみられる。１１１円を突破して、さらに上値を試す展開になるとした。

　　　　

【米長期金利の上昇一服でドル円は上値が重い】

　５日と６日の米国市場では、米１０年債利回りが低下した。５日に１．７０％前後ま

で低下して、１．６５６％前後となり、１．７０％を割り込んだ。これまでの短期間で

の長期金利上昇は行き過ぎとの見方が広がったことも背景にあるようだ。ドル円は５日

の１１０円台後半から、５日には１０９円台後半まで下落している。
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　その後も米１０年物国債利回りは１．６２～１．６８％前後で落ち着いた動きを見せ

ている。８日には１．６２％台まで低下しており、ドル円は１０９円近辺まで下落し

た。その後、９日には下げ渋りを見せて、１０９円台前半で推移している。

　　

　７日に発表された３月１６～１７日開催分の米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）議事

要旨では、「雇用の最大化や物価の安定に進展がみられるまではしばらく時間がかか

る。新型コロナウイルスにより、先行きは不透明」などと、米連邦準備制度理事会（Ｆ

ＲＢ）が従来からの慎重姿勢を堅持していることが示された。

　　

　また、「利回り上昇は経済見通しの改善を反映」としているものの、これまでの見解

を確認するような内容にとどまり、今後の利上げや量的緩和の縮小（テーパリング）に

つながるようなヒントは特に示されなかった。議事要旨を受けて、米国株もドル円も目

立った値動きにはつながらなかった。

　　

　８日に開催された国際通貨基金（ＩＭＦ）のパネル討論会で、パウエルＦＲＢ議長

は、「物価上昇は加速しても一時的」「持続的なインフレとはならない」との認識を示

した。これまでの主張を踏襲する発言となっている。

　　

　５日発表の３月の米ＩＳＭ非製造業景況指数、３月の米サービス業ＰＭＩなど予想か

ら上振れする経済指標が発表されても米長期金利は影響を受けにくくなっている。米長

期金利の動きは米国の景気回復や経済指標の改善をかなり織り込んできたとみられ、上

昇しにくくなっている。

　　

　今年２月以降のドル円の上昇局面では、２１日移動平均線がサポートとなり、調整局

面では下値を支えてきた。８日に２１日移動平均線を割り込んでおり、短期間で同線を

回復できないようだと、修正安局面に転じる可能性が高まろう。米後期金利の上昇一服

もあり、ドル円は軟調な流れが続くとみられる。ドル円の目先の予想レンジは、１０

７．５０～１０９．７５円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、１２日に米３月財政収支、１３日に米３

月消費者物価指数、１４日に日本２月機械受注高、米３月輸入価格指数、米地区連銀経

済報告（ベージュブック）、１５日に米新規失業保険申請件数、米３月小売売上高、米

４月ＮＹ連銀製造業景気指数、米４月フィラデルフィア連銀景況指数、米３月鉱工業生

産・設備稼働率、米２月対米証券投資、１６日に米３月住宅着工・許可件数、米４月ミ

シガン大学消費者信頼感指数速報値などがある。

　　

【ユーロドルは戻り一服後はもみ合いか】

　米長期金利の上昇の流れが一服して、ドル買いの流れも反転しており、ドルは売られ

やすくなっている。こうした動きを受けてユーロドルは戻り歩調で推移して、１．１９

台前半まで上昇した。２１日移動平均線を超えてきている。今年２月以降、ユーロドル

は２１日移動平均線の上での滞空時間が短く、上昇が継続しにくくなっている。

　　

　こうした中、ユーロドルは戻り歩調が続いて１．２０ドル近辺まで上昇したとして

も、その近辺では上値を抑えられてもみ合いに転じる可能性が高いとみられる。なお、

大幅な崩れは想定しにくく、現在の価格を挟んでの一進一退の動きが見込まれる。ユー

ロドルの目先の予想レンジは１．１７５０～１．２０００ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、１２日に英２月鉱工業生産指数、英２月製

造業生産指数、英２月貿易収支、ユーロ圏２月小売売上高、１３日に中国３月貿易収

支、独４月ＺＥＷ景況感指数、１４日にＮＺ準備銀行（ＲＢＮＺ）政策金利、ユーロ圏

２月鉱工業生産指数、１５日に豪３月雇用統計、独３月消費者物価指数、カナダ２月製

造業出荷、１６日に中国第１四半期国内総生産（ＧＤＰ）、中国３月鉱工業生産指数、

中国３月小売売上高、スイス３月生産者・輸入価格、ユーロ圏２月貿易収支、ユーロ圏

３月消費者物価指数確報値、カナダ２月卸売売上高などがある。
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